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５教特第４２７号

平成６年３月２８日

高知県教青長

勤務時間及び育児休暇等について（通知）

勤務時間については、労働基準法の一部改正等に伴い関係規定が改正整踊されました。
又、育児休暇については、職員の勤務条件の改善を図るため規則が改正されることにな

りましたので、職員に周知してください。
輪

妃

ｌ勤 務時側

（１）改正の趣旨

週４０時間労働制の原則には、段階的移行措置がとられておりましたが、平成
６年４月１日から施行される改正労働基準法では、これが廃止され、法定労働時
間は４４時間から４０時間となります。

今回の条例等の改正は、その趣旨にそって関係規定を整鯛するものです。
．ｒ

しかしながら、教育顎員については、今回の法改正Iこ合わせ労働省令で特例措
置が定められました。（別添参考）それにより勤務時間等の取扱いが現行と変
わるものではありません。

（２）改正の内容一別添新旧対照表一

①「公立学校職員の勤務時間､休日及び休暇に関する条例」（昭和２９年条例
３８号）

〆.②「公立学校職員の勤務時間、休日及び休暇に関する規則」（昭和２９年人事
委員会規則第６号）

③「公立学校に勤務する職員の勤務を要しない日及び勤務時間の割振りの特例
に閲する規則」（平成４年教育委員会規則第６号）

④「県立学校に勤務する単純な労務に厨用される職員の勤務時間、休日及び休
一暇に関する規程」（平成４年教育委員会訓令第４号）

（３）施行日

①、②平成６年４月１日

③、④平成６年４月１０日



2　育児休暇

(1)　改正の趣旨

現在､女子瀬見を対象としているが､傷病､就業その他の事情により母親が生

児を育てることができない場合､一母親に替わって男子職鼻が生児を育てることの

できる環境を整備する｡

(2)改正の内容　一別添新旧対象表- ｢公立学校職鼻の勤務時臥休日及び休暇に

関する規則｣ (昭和29年人事委旦会規則第6号)

①　男子城見も請求できること｡ただし､配偶者が当該生児を育てることができ

ない場合に限る｡

② ･配偶者が取得する育児休暇又は労働基準法第6 7集の規定に基づく休暇等を

含めて1日2回とする｡

＼_..._∫

(3)　運用上の留意事項

①　請求できる場合

ア　配偶者が傷病､就業その他の事由で当該生児を育てることができないとき

イ　配偶者も就業している場合で･男子城見と配偶者が異なる時間帯にそれぞ

れ1回を請求するとき

②　請求できない場合

ア　配偶者が常態として育てることができるとき

イ　配偶者が産前産後休暇､育児休業･又は育児休暇を取得しているとき

り　配偶者が就業しているが､当該生児を育てることができるとき

③　請求の手続

休暇承認席の理由積又は承認巌添付音類の備考欄に､承認を受けようとする

時間の当該生児に対する配偶者の養育の状況を記入すること｡ (女子職鼻に

ついては従前の例による｡ )

(4)　施行日

平成6年4月1日

3　その他

(1) 看護休暇

①　申請手続きの際､

②　運用上の留意事項

｢休暇承認巌｣への｢看護休暇理由書｣の添付を廃止した
■

｢休暇承認軌の理由欄に休暇の名称･被看護者の続柄､負傷･疾病等の内

容を簡瀧に記入すること｡
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(労帥時間及び休憩の特S)
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表

新

公立学校職員の勤務時間､休日及び休暇に関する条例(抜粋)

(勤務時間)

第三粂　職員の勤務時間は､一週間について四十時間とする｡ただ
Lt　特別の勤務に従事する職員の勤務時間は､｣週間当たり四十時間とする｡

2　職務の性質により前項に規定する勤務時間を超えて勤務するこ

とを必要とする職員の勤務時間については'県教育委員会が人事委員会の承認を得て定める｡

3　日曜日及び土曜日は'勤務を要しない日とLt前二項の勤務時

間は､人事委員会規則の定めるところにより､月曜日から金曜日までの五日間において､任命権者(市町村立学校職員給与負担法(昭和二十三年法律第百三十五号)第-粂及び第二条に規定する

旧

公立学校職員の勤務時間､休日及び休暇に関する条例(抜粋)

(勤務時間)

-　　　-　　　1　　　-　　　1　-■■■一　　　-　　.I-　　　-　　　1　1　　　-　　　　--I

第三条　職員の勤務時間は､一週間について四十時間を下らず､四
1　-　--　　1　　-　　　-　　■1　　-　　　-　I 1 I I一一　　-　　-一　1　--　　-　　　-　　　-　--　　1　　-　　__　l I l　1　　-　　-1　1■　t 1 I t I I ～

十四時間を超えない範囲内において､人事委員会規則で定める｡

-　1　-　　-　-　　-　　~　I I I　-　II　-　1　-　　-　1　-　--　　-　　-　　--　-　　-　　-1-　-　　-　.--1　-　　-　　-　--　-　　-　--　-一　-　11

2　任命権者(市町村立学校職員給与負担法(昭和二十三年法律第
-　--　~　　~　　~　　-　　　~　　1　　-　　　-　　　-　　-　　-　　-一　I I I　1-　　--　-　--　　-　一l1　1　■1　　-　　-　　　-　　　-　　　-　--　　-　　　-　　　-　　■11　1　--　l

百三十五号)第一粂及び第二条に規定する職員については､その
tt I I　1　　-　　1-1　　-　　　-　　　-　　-　--　　-　　　-　　　-　　--　-　　-　　-一　1　11-　-　　-　　-一　1　　-　　lt一　-　-1一1　　-　--　1　1　1.I l

所属する市町村の教育委員会とする｡以下同じ｡)は'職員の勤
-　ー-　　-　.I l　-　●一一　-　　　-　　1　　-　　　-　･1-　-I l-　　-　.-　1　　-　　-　1-　JIII　-一一　-　　-　　-　　　-　　1　1　-一　-　　I I　　-　　l I　　-　　I l-

務条件の特殊性その他の事由により､前項に規定する時間の範囲
-　-　1　1　1　-　■1-　-　.-　-1　-　　-　　-　　-　1-　-　　-　-I---　　-　一-　1　-　1-　　-　1　-　･･1　-　　-　　-　　-　　-　l1　-一l　-　l

内において前項の人事委員会規則で定められた勤務時間を変更す
l I l　1　　　　-　　　　l I l■■　ll　　■l

ることができる｡

3　職務の性質により第一項に規定する勤務時間の最高隈をこえて
勤務することを必要とする職員の勤務時間については､県教育委員会が人事委員会の東認を待て定める｡

_▼ll---

4　日曜日及び土曜日は'勤務を要しない日とし､前三項の勤務時
間は､人事委員会規則の定めるところにより'月曜日から金曜日までの五日間において､任命権者がその割振りを行うものとする｡ただし'県教育委員会は'特別の勤務に従事する職員につい



職長については､その所属する市町村の教育委員会とする｡以下同じ｡)がその割振りを行うものとする｡ただし､県教育委員会は'特別の勤務に従事する職員については､人事委員会規則で定める期間につき一週間当たり一日以上の割合で勤務を要しない日を設ける場合に限り､人事委員会規則の定めるところにより'勤務を要しない日及び勤務時間の割振りについて別に定めることができる｡

4　任命権者は､職員に前項の規定による勤務を要しない日におい

て特に勤務することを命ずる必要がある場合には'人事委員会規

･別の定めるところにより'同項の規定によケ勤務時間が割り振ら

れた日(以下この項において｢勤務日｣という｡)のうち人事委員会規則で定める期間内にある勤務日を勤務を要しない日に変更して当該勤務日に割り振られた勤務時間を当該勤務することを命ずる必要がある日に割り振り､又は当該期間内にある勤務日の勤務時間のうち半日勤務時間(前項本文の規定により勤務時間が割り振られた日の勤務時間の二分の一に相当する勤務時間として人事番兵会規則で定める勤務時間をいう｡)を当該勤務日に割り振ることをやめて当該半日勤務時間を当該勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることができる｡

ては'人事委員会規則で定める期間につき一週間当たり一日以上の割合で勤務を要しない日を設ける場合に限り､人事委員会規則の定めるところにより､勤務を要しない日及び勤務時間の割振りについて別に定めることができる｡

=h卜しー｣

5　庄命権者は､職員に前項の規定による勤務を要しない日におい
て特に勤務することを命ずる必要がある場合には､人事葬具会規則の定めるところにより､同項の規定により勤務時間が割り振られた日(以下この項において｢勤務日｣という｡)のうち人事委員会規則で定める期間内にある勤務日を勤務を要しない日に変更して当該勤務日に割り振られた勤務時間を当該勤務することを命ずる必要がある日に割り振り､又は当該期間内にある勤務日の勤務時間のうち半日勤務時間(前項本文の規定により勤務時間が割り振られた日の勤務時間の二分の一に相当する勤務時間として人事委員会規則で定める勤務時間をいう｡)を当該勤務日に割り振ることをやめて当該半日勤務時間を当該勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることができる｡



㊤

節

日

対

表

節

公立学校磯臭の勤務時間､休日及び休職に関する規則(抜粋)

第二条　削除

(勤務を要しない日及び勤務時間の割振りの基準)

第三条　届ヨ褒詞｣項羽刃に規定す
る勤務時間は'一日につき八時間となるように割り振るものとする0

2　県教育委鼻会は'公立学校職長の勤務時間等の条例第三条詞ヨ項
ただし書の規定に基づき'特別の勤務に従事する職長の勤務を要しない日及び勤務時間の割振りについて別に定める場合には､四週間ごとの期間についてこれを定め､当該期間内に八日の勤務を要しない日を設け､かつ､正規の勤務時間を割り振られた日が引き続き二十四日を超えないようにしなければならない｡

3　略

(勤務を要しない日の振替え及び半日勤務時間の割振り変更)

第四条　公立学校職長の勤務時間等の条例第三粂羽田項の人事委真金
規則で定める期間は､同項の勤務することを命ずる必要がある日を起算日とする四週間前の日から当該勤務することを命ずる必要がある日を起井目とする八週間後の日までの期間とする0　　　　.

2　公立学校職且の勤務時間等の条例第二.1dE笥凹頑の人事委員会規則
で定める勤務時間は'四時間(同条第二項の規定により一週間の勤務時間が定められている職長にあつては､四時間を下回らず四時間

日

公立学校職長の勤務時間､休日及び休暇に関する規則(抜粋)
〓週間の勤務時間)

第二粂　公立学校望5.勤萄時間等6.条例窮1-ユ第7項可視走出.Wo..J戦域時間聖｣適間-gF軌四十時間.i)-+.忍5-.た.佗.UI,.感別.a.5棟
は確額ず谷峨見-a-m概時嘩蛾｢r適間-je.L[吹田:十時間-i)-6-aro-.

(勤務を要⊥ない日及び勤務時間の割振りの基準)

第三粂　前慧文に規定する勤務時間は､一日につき八時間となるよ
うに割り振るものとする｡

2　県教育委且会は､公立学校城見の勤務時間等の条例第三粂第四項
ただし書の規定に畢つき'特別の勤務に従事する職長の勤務を要しない日及び勤務時間の割振りについて別に定める場合には､四週間ごとの期間についてこれを定め'当該期間内に八日の勤務を要しない日を設け､かつ'正規の勤務時間を割り振られた日が引き続き二十四日を超えないようにしなければならない｡

3　略

(勤務を要しない日の振学兄及び半日勤務時間の割振り変更)

第四条　公立学校職長の勤耕時間等の条例第三粂第式項の人事委鼻会
規則で定める期間は'同項の勤務することを命ずる必要が.ある日を起算日とする四週間前の日から当該勤務することを命ずる必要があ

･る日を起算日とする八週間後の日までの期間とする｡2　公立学校職長の勤務時間等の条例案三条第五項の人事委鼻会規則
で定める勤務時間は'四時間(同条第二項の規定により一週間の勤務時間が定められている職員にあつては､四時間を下回らず四時間



三十分を超えない時間｡以下この条において｢半日勤務時間｣という｡)　とする｡

3　公立学校職長の勤務時間等の条例第三粂詞四項の規定に基づき割

り振ることをやめることとなる半日勤務時間は'第一項に規定する期間内にある勤務日(公立学校職負の勤務時間等の条例第三条詞四項に規定する勤務日をいう｡以下この条において同じ｡)のうち､半日勤務時間のみが割り振られている日以外の勤坊日の勤務時間の始まる時刻から連続し､又は勤務時間の終わる時刻まで連続する勤務時間とする｡

4　任命権者(市町村立学校職長給与負担法(昭和二十三年法律第百

三十五号)第一灸及び第二条に規定する職長については'その所属する市町村の教育委農会とするO以下同じ0)は､勤務を要しない日の振替え(公立学校職長の勤務時間等の条外第三粂詞由頑の規定に基づき'勤務日を勤務を要しない日に変更して当該勤務日に割り振られた勤務時間を同項の勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることをいう｡以下同じ｡)又は半日勤務時間の割振り変更(同項の規定に基づき､半日勤務時間のみが割り振られている日以外の勤務日の勤務時間のうち半日勤務時間を当該勤務日に割り振ることをやめて当該半日勤務時間を同項の勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることをいう｡以下同じ｡)を行う場合には'勤務を要しない日の振替え又は半日勤務時間の割振り変更を行った後において､勤務を要しない日が毎四週間につき四日以上となるようにLtかつ'正規の勤務時間を割り振られた日が引き続き二十四日を超えないようにしなければならない｡

5　時

三十分を超えない時間｡以下この条において｢半日勤務時間｣というO　)　とする｡

3　公立学校職月の勤務時間等の条例第三条第五項の規定に基づき割
り振ることをやめることとなる半日勤務時間は'第一項に規定する期間内にある勤務日(公立学校城見の勤務時間等の条例第三条第五項に規定する勤務日をいう｡以下この条において同じ｡)のうち､半日勤務時間のみが割り振られている日以外の勤務日の勤務時間の始まる時刻から連続し､又は勤務時間の終わる時刻まで連続する勤

.務時間とする｡4　任命権者(市町村立学校職dt給与負担法(昭和二十三年法律第百
三十五号)第一粂及び軍丁条に規定する城見については､その所属する市町村の教育委鼻会とする｡以下同じ｡)は､勤務を要しない日の振替え(公立学校職長の勤務時間等の条例第三条第五項の規定に基づさ､勤務日を勤務を要しない日に変更して当該勤務日に割り振られた勤務時間を同項の勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることをいう｡以下同じ｡)又は半日勤務時間の割振り変更(同項の規定に基づき､半日勤務時間のみが割り振られている日以外の勤務日の勤務時間のうち半日勤務時間を当該勤務日に割り振ることをやめて当該半日勤務時間を同項の勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることをいう｡以下同じ｡)を行う場合には､勤務を要しない日の振替え又は半日勤務時間の割振り変更を行った後において'勤務を要しない日が毎四週間につき四日以上となるようにし､かつ､正規の勤務時間を割り振られた日が引き続き二十四日を超えないようにしなければならない｡

5　時



◎

節

[口

対

義

節

公立学校に勤務する職農の勤務を要しない日及び勤務時間の割碗所に関する規則(抜粋)(趣旨)

第1条　この規則は､公立学校職負わ勤務時間'休日及び休暇に関す
る条例(昭和二十九年高知県条例笥川血笥..粥瑚コ叫対日Ju~ヨ羽朗Tm)笥ヨ網飼ヨ頑の規定に基づき､現に公立学校に勤務する職負の勤務を要しない日及び勤務時間の劃喝叫について必要な事項を定めるものとする｡

引~頭のコ珂雪吋かカわらず､　伊により　めら　た　　についても

I

葛州叫Jlddl a5:にーき　るものとする.

日

公立学校に勤務する職農の勤務を要しない日及び勤務時間の割鳴れ-6.%.例に関する規則(抜粋)(趣旨)

第l条　この規則は､公立学校職長の勤務時間､休日及び休暇に関す
る条例(昭和二十九年高知県条例第三十八.qI)第三免罪再項だ.i{j.*.の規定に基づき､現に公立学校に勤務する職鼻の勤務を要しない日及び勤務時間の削減仇.e錦例について必要な事項を定めるものとする｡



午

新　.

日

対

表

節

県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職点の勤務時間､休日及び休暇に関する規程県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職鼻の勤務時間,休

日及び休暇に関する規程を次のように定める｡

県立学校に勤務する単純な.労務に雇用される職鼻の勤務時間'休日及び休暇に関する規程

県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職鼻の勤務時間､休

日及び休暇については､公立学校職鼻の勤務時間､休日及び休暇に関する条例(昭和二十九年高知県条例第三十八号)'公立学校職鼻の勤務時間､休日及び休暇に関する規則(昭和二十九年高知県人事委月会規則第六号)及び公立学校に勤務する職鼻の勤務を要しない日及び勤務時間の判喝叫に関する規則(平成四年高知県教育委df会規則第六号)　の規程を準用する.

日

県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職月の勤務時間､休日及び休暇に関する規程県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職長の勤務時間､休

白及び休暇に関する規程を次のように定めるO

県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職長の勤務時間､休日及び休職に関する規程

県立学校に勤務する単純な労務に雇用される職月の勤務時間'休

日及び休暇については､公立学校職鼻の勤務時間､休日及び休暇に関する条例(昭和二十九年高知県条例第三十八号)､公立学校職鼻の勤務時間'休日及び休暇に関する規則(昭和二十九年高知県人事委鼻会規則第六号)及び公立学校に勤務する職且の勤務を要しない日及び勤務時間の割嘩a"e噂例に関する規則(平成四年高知県教育委鼻会規則第六号)　の規程を準用する｡



◎

日

対

◆■■

薪

公立学校棲息の勤務時間､休日及び休暇に関する規則(抜粋)
(特別休噸)

黄十条　特別休暇は､次の表に定める基準によるものとする.
- ��劔 侏B�獣�

七 抱�5��劔～ ノヽ 
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旧

公立学校城見の勤務時間､休日及び休暇に関する規則(抜粋)
(特別休噸)

弟十条　特別休咽は'次の表に定める基準によるものとする｡
- 辻�- 侏B�62�
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